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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】令和1年11月14日(2019.11.14)

【公開番号】特開2017-81158(P2017-81158A)
【公開日】平成29年5月18日(2017.5.18)
【年通号数】公開・登録公報2017-018
【出願番号】特願2016-199311(P2016-199311)
【国際特許分類】
   Ｂ４１Ｎ   1/14     (2006.01)
   Ｂ４１Ｃ   1/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ４１Ｎ    1/14     　　　　
   Ｂ４１Ｃ    1/10     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和1年10月4日(2019.10.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像形成デバイスのための画像形成部材であって、
　構造取付構成要素と、
　前記構造取付構成要素上の外側表面層であって、
　　シリコーンポリマー物質と、
　　前記シリコーンポリマー物質に分散した赤外吸収粒子を含み、前記赤外吸収粒子が、
前記赤外吸収粒子の表面のブロックコポリマーを吸着することによって機能化し、前記赤
外吸収粒子を不動態化する、外側表面層
　を含み、前記ブロックコポリマーがポリ（ペンタフルオロスチレン／マレイミド－ｂ－
ペンタフルオロスチレン）（Ｐ（ＰＦＳ／ＭＩ－ｂ－ＰＦＳ））を含む、画像形成部材。
【請求項２】
　前記赤外吸収粒子が、カーボンブラック粒子を含む、請求項１に記載の画像形成部材。
【請求項３】
　前記赤外吸収粒子が、１ミクロン未満の直径を有する、請求項１に記載の画像形成部材
。
【請求項４】
　前記赤外吸収粒子が、前記外側表面層の２～２０重量％の量で存在する、請求項１に記
載の画像形成部材。
【請求項５】
　前記赤外吸収粒子が、実質的に前記外側表面層の１０重量％の量で存在する、請求項４
に記載の画像形成部材。
【請求項６】
　前記シリコーンポリマー物質はフッ素化ポリマーである、請求項１に記載の画像形成部
材。
【請求項７】
　前記フッ素化ポリマーは、フルオロシリコーンを含む、請求項６に記載の画像形成部材
。
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【請求項８】
　前記赤外吸収粒子は、疎水性となるように機能化されている、請求項１に記載の画像形
成部材。
【請求項９】
　前記外側表面層は４ミリメートル以下の範囲の厚みを有する、請求項１に記載の画像形
成部材。
【請求項１０】
　前記外側表面層は１２０ミクロン以下の範囲の厚みを有する、請求項９に記載の画像形
成部材。
【請求項１１】
　前記外側表面層は前記構造取付構成要素に付着される別個に形成された層である、請求
項１に記載の画像形成部材。
【請求項１２】
　前記外側表面層は前記画像形成デバイスにおける画像再形成可能な表面を提供する、請
求項１に記載の画像形成部材。
【請求項１３】
　画像形成デバイスのための画像形成部材を形成するための方法であって、
　赤外吸収粒子の表面上にブロックコポリマーを吸着することによって前記赤外吸収粒子
を機能化し、前記赤外吸収粒子を不動態化し、不動態化粒子分散液を得る工程と、
　前記不動態化粒子分散液を、シリコーンポリマー物質で分散させ、コーティング材料を
製造する工程と、
　構造取付構成要素の表面に前記コーティング材料を適用し、前記画像形成部材を製造す
る工程
　を含み、前記ブロックコポリマーが（Ｐ（ＰＦＳ／ＭＩ－ｂ－ＰＦＳ））を含む、方法
。
【請求項１４】
　前記赤外吸収粒子が、カーボンブラック粒子を含む、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記赤外吸収粒子が、１ミクロン未満の直径を有する、請求項１３に記載の方法。
【請求項１６】
　前記シリコーンポリマー物質はフッ素化ポリマーである、請求項１３に記載の方法。
【請求項１７】
　前記フッ素化ポリマーは、フルオロシリコーンを含む、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記赤外吸収粒子は、疎水性となるように機能化されている、請求項１３に記載の方法
。
【請求項１９】
　前記コーティング材料を別個の処理表面に適用して、画像形成部材表面層を形成する工
程と、
　前記画像形成部材表面層を前記構造取付構成要素に転写する工程と、
　前記画像形成部材表面層を前記構造取付構成要素に付着させて、前記画像形成部材を製
造する、請求項１３に記載の方法。
【請求項２０】
　前記画像形成部材表面層は４ミリメートル以下の範囲の厚みを有する、請求項１９に記
載の方法。
【請求項２１】
　前記画像形成部材表面層は１２０ミクロン以下の範囲の厚みを有する、請求項２０に記
載の方法。
【請求項２２】
　前記画像形成部材表面層は前記画像形成デバイスにおける画像再形成可能な表面を提供
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する、請求項１９に記載の方法。
【請求項２３】
　可変データデジタル平版画像形成システムであって、
　　構造取付構成要素と、
　　前記構造取付構成要素上の画像再形成可能な表面であって、前記画像再形成可能な表
面が、
　　　シリコーンポリマー物質と、
　　　前記シリコーンポリマー物質に分散した赤外吸収粒子であって、前記赤外吸収粒子
が、前記赤外吸収粒子の表面にＰ（ＰＦＳ／ＭＩ－ｂ－ＰＦＳ）を含むブロックコポリマ
ーを吸着させ、前記赤外吸収粒子を不動態化することによって機能化されている赤外吸収
粒子と、
　　を含む材料組成物で形成されている画像再形成可能な表面と、
　を含む画像形成部材と、
　前記画像形成部材の前記画像再形成可能な表面に湿し液の層を堆積する湿し液供給源と
、
　インプット画像データに従って前記画像再形成可能な表面上の前記湿し液の層をパター
ニングして、前記画像再形成可能な表面に潜像を形成するエネルギー源と、
　前記画像再形成可能な表面に前記潜像をインク着色し、インク着色された画像を形成す
るインカーユニットであって、前記インク着色された画像が、前記画像再形成可能な表面
と前記基材および前記中間転写部材の一方との間の画像転写ニップにおいて前記画像再形
成可能な表面から、前記基材および前記中間転写部材の一方に転写されるインカーユニッ
トと、
　を含む可変データデジタル平版画像形成システム。


	header
	written-amendment

